
健康へのポジティブアフェクトの心理学的意義

畑 山 俊 輝

要 旨

今日の社会の急激な構造的な変化の影響は，我々の生活に大きな心理的不安定要素と

して重くのしかかっている。ストレスフルな課題をチャレンジャブルな課題に変える過

程に重要な役割を果たすのがポジティブアフェクトであると位置づけ，アフェクトにつ

いてまず論じた。次いで自然界で生じるストレスに対する反応は適応的意義のある身体

反応であるが，人間に特有な心理的緊張の解消のためにはそれらはその意義を有しない

ことを指摘した。こうした人間的環境で生じる問題の解決には，人自身のうちに喚起さ

れる統制感の体験が必要である。それを明らかにする一つの試みとして実験痛の研究を

とりあげ，行動的統制と認知的統制が実際に痛みのような感情を修正することを指摘し

た。最後に，統制感がポジティブな心を生み出す契機となり，これが生活の質の改善に

まで役割を果たすことを考察した。

は じ め に

＜緒言＞

第二次大戦以後，日本の社会は大きく変わっ

てきた。移動の手段が格段に進歩し，情報交換

が世界的な規模で容易になり，物質的豊かさを

謳歌できるようになった。それに加えて医療技

術の向上が生命活動を大幅に延長させることが

出来るようになった。しかし，このような繁栄

を享受できるようにはなっているものの，いっ

そうの豊かさや不安の少ない長寿を望むために

は，経済的な基盤が安定していなければならず，

それを求めて激しい競争社会が生み出されてき

た。一人一人がどう生きるべきか，新たな問題

が次々と生じているのが今日の状況でもある。

こうした中では恐れや不安や怒りを喚起する人

間関係が成立しやすく，そこから抜け出す適応

の術がなければ生きる喜びは乏しく，充実した

社会生活体験は得にくいことになる。

近年，ストレスフルな社会状況の中で心理的

な健康を維持し，高めている人々への関心が高

まり，それを支えるポジティブ感情の機能的意

義（鈴木，2006）が心理学や医療の分野で注目

されるようになっている。ポジティブ感情とは，

ポジティブアフェクト，たとえば，目標に達す

る場合の喜びであるとか，危険が回避された場

合の安堵，ないしは現事態に満足している場合

の充足感のような体験を表す感情反応である

（VandenBos,2007）とされる。そして怒り，嫉

妬，悲しみ，恐れのようなネガティブアフェク

トが基になる，不快で時に不適応的な反応とし

てのネガティブ感情と対比的である。最近のポ

ジティブ心理学（島井，2006）は，人間の強さ

の背後にあるポジティブアフェクトのような主

観的体験が持つ効用を指摘してきた。しかし，ど

のような条件がそうしたポジティブアフェクト

を喚起できるのかについてはあまり明確ではな

い。そこで本論ではこの点に関して若干の考察八戸大学人間健康学部
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を加えようとするものである。なお，ここでは

ポジティブアフェクトをさしあたり，人が積極

的に環境に働きかける行動の背後にある心的機

能と解したい。

はじめに日常生活にストレスフルな影響を与

えている今日的な諸要因を概観すると同時に，

アフェクトの性質について言及しておきたい。

＜少子高齢時代の到来と心の問題＞

第二次大戦後から現在に至る人口構成の推移

および将来の推移の推計から，少子高齢社会の

出現を垣間見ることができる。図1は出生中位

推計に基づく年齢3区分別の人口構成の推移を

示している。まず，年少人口を見ると，出生数

の減少に呼応して，1980年代初めの2,700万人

規模から2005年国勢調査の1,752万人まで減

少している。推計結果では，2009年に1,600万

人台へ減少し，2039年には1,000万人を割り，

2055年には752万人規模になると推定されて

いる。次に，15歳から64歳までの生産年齢を見

ると，1995年の国勢調査では8,716万人に達し

2005年国勢調査では8,409万人へ減少した。推

計結果からは，2012年に8,000万人を割り，2055

年には4,595万人まで減少する。65歳以上の老

年人口の推計結果は逆に増加傾向を示し，団塊

世代が参入するなどして2020年には3,590万

人になると予測されている。ピークは2042年頃

とされ，3,863万人で，その後は減少傾向が見ら

れるようになり2055年には3,646万人が見込

まれている。ここで注目されるのは，2055年に

は生産年齢人口と，老年人口とがかなり接近す

ることである。要するに，年少人口の比率が減

少し続けるのに対して，老年人口の比率が増加

の一途をたどることが予想されているのであ

る。

このような人口構成変化の背後には，平均寿

命の延びと，子供をもうけ育てることの困難な

社会的環境があると推定できる。厚生労働白書

（平成17年版）によれば，1947年の日本人の平

均寿命は男性が50歳で女性は53歳で，2002年

になると，男性78歳，女性85歳になった。高

齢化が進み，平成18年9月で65歳以上高齢者

人口の，総人口に占める割合は20.7%に達した

図1 年齢3区分別人口の推移―出生中位（死亡中位）推計
国立社会保障・人口問題研究所WPより
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こと，欧米などで20%を超えている例はなく，

日本が国際的に最高水準の長寿国になったこ

と，そして高齢者のうち75歳以上はほぼ国民の

10人に一人となったことをメディアは伝えて

いる（河北新報，2006.9.18）。2055年の推定人口

構成推定が示したように，14歳以下の減少が著

しい。こうした人口構成の推移は我々の意識に

大きい変化をもたらしてきている。高齢者に

とって定年後の老後をどう過ごすか，65歳にな

れば一流大学出身者もほとんどが定年を迎えて

いる。当然ながら，彼らは無為な日々を送らな

いようにしたいとの思いでいるはずである。し

かし，現在では高齢者が孫の面倒をみる機会は

減少している。核家族化が進み子どもが減少し

ていることとこれは密接に関係している。孫の

世話が少なくなる高齢者の生き甲斐は何に求め

られるか。趣味を続けようとしたり，社会貢献

を考えていろいろなグループ活動に加わった

り，あるいは資格を取ろうとしたりする人もい

る。しかし，これらに単なる時間つぶし以上の

意義が見出せなければ長続きは難しい。こうし

た問題は長寿社会を迎えた現在では学歴に関係

なく起きてくる。また，平均寿命の延びがこれ

まで経験したことのないほどになって，生産年

齢人口が減少に転じた結果，超高齢者の世話は

子ども世代の高齢者が行わざるを得ない社会の

変化もみられるようになった。

このようなライフスタイルの変化は生産年齢

の人々ではさらに顕著である。女性の自立を求

めての社会進出とそれに伴う子育ての意識変化

は，家庭においては父親が積極的に家事・育児

に参加することを要請される面を持っている。

仕事面では，グローバル化した経済の中で激し

い競争に打ち勝つために企業にはコスト削減・

効率化がこれまで以上に求められることにな

る。どの職場においてもIT化が図られ徹底し

た管理社会が形成されつつある。必然的に競争

社会が加速され，多くの人々が心理的緊張を強

いられることになるわけで，これらの変化は

人々の人生観や生き方に大きな変化を生じさせ

ることは当然であろう。

このような長寿社会・管理社会への変化は，一

面では社会的あるいは心理的に不安を喚起しや

すい。毎日のように信じがたい事件や事故が起

こり，それが自分と無関係でないように多くの

人々が受け止めるようになっている。このよう

な“ストレス社会の暗部”が実際に現実の問題

として身近なところで起きている。激しい競争

社会では，その変化に対応できない企業の倒産

が後を絶たず，このような状況では就職ができ

ても解雇の不安が絶えずつきまとう。企業はコ

スト削減のため正規社員の雇用を手控え，非正

規社員の採用でまかなおうとする。しかし，非

正規社員には，仕事に就くことができても技能

習得の機会は乏しく，この状態が大学を卒業し

てから長く続くほど，正規社員への道は険しい

ものになる。最近よく耳にするようになった

“ワーキングプア”という言葉は，生活保護水準

以下で暮らす，まじめに働いても豊かになれな

い人々を指している。日本各地で，「豊かさ」の

すぐ「隣」に，「新たな貧困」が生まれ，深く進

行している（NHKスペシャル「ワーキングプ

ア」取材班，2007）ことが指摘され大きな関心

を呼び起こしている。

世界中が高速情報通信網や高速交通網で結ば

れるようになった今日では，New Yorkで起き

ることが我々と無関係ではなくなっている。

2001年9月に生じた米国同時多発テロ事件は

世界中の人々の心に大きい影響を及ぼした。6

年後の現在も政治・経済面での動揺が続いてい

る。同時多発テロの強烈なストレスから逃れら

れないでいる多くの人々の心を癒す間もなく，

テロと思われる事件は相次いできた。2005年10

月には本学職員であった川崎昭男さんがインド

ネシア・バリ島でテロにあって亡くなったこと

は記憶に新しい。情報化・ネット社会での高効

率化がもたらす恩恵は，何といってもビジネ

ス・学術分野などにおける活動の活性化にある。

しかし，旧来の価値基準を根底から揺るがす激

しい競争社会が出現したことによって，企業も
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人も真の力量が試されるようになった。短期

的・短絡的に利益を追求する結果，コスト削減・

人員整理が行われ，時にモラルの低下が大きな

問題となっている。2007年には前防衛事務次官

にみる不祥事に代表されるような倫理観欠如が

もたらす事例は官界にとどまらない。食品界・

スポーツ界など不祥事を連日のようにメディア

が伝えている。こうした一連のことがらが引き

金となってネガティブな不安感情が生じやすく

なり，そのような人々の人生観や生き方に大き

い変化を生じさせている。強烈な不安に伴うス

トレス障害も現在では問題視されるようにな

り，心的外傷後ストレス障害（Post Traumatic
 

Stress Disorder:PTSD）として広く知られる

ようになった。

こうした意識の急激な変化は健康に影響を及

ぼしている。ネガティブな感情が持続すること

でうつ状態に苦しむ可能性が高まる。また，ス

トレスフルな社会での多忙な生き方や振る舞い

は，時に身体をむしばむことが知られるように

なった。そのような心のあり方が体の疾患に影

響するという，今日のホリスティック（holistic）

な立場を支持する例は，タイブA研究（Fried-

man&Rosenman,1974）にみることができる。

彼らが1967年に「タイプA行動」として発表し

た研究である。「冠状動脈の病気（心筋梗塞）に

かかりやすい人の行動パターン」として知られ

ている。こうしたことから，健康は感情状態を

反映し，感情状態を決定する心のあり方と密接

に関わっていると推察できる。

ラザルスらは「ストレス」を感情の一部であ

り，また，その下位概念であるとみなした

（Lazarus,Kanner,& Folkman,1980)。スト

レスフルと評価される事態で健康あるいは疾病

が生じるかどうかは人の自己評価の関数であ

り，ストレス克服に重要なことは，ネガティブ

な内容の感情をポジティブな内容の感情に転換

できるかどうかであることを示唆した。

かつてマズロー（Maslow,1954）は，自己実

現の欲求の充足に向けて努力する人々の中に人

間の本質をとらえようとした。自己実現の欲求

は人の自己充足への欲求であり，その人が本来

潜在的に持っているものを実現しようとする欲

求であって，「この傾向は人がより自分自身であ

ろうとし，なりうるすべてのものになろうとす

る欲求」である。そして，その中に心理的健康

を位置づけ，心理的に健康な人々を研究するこ

との意義を強調した。また，そうした心理学を

ポジティブ心理学と呼ぶことを提唱した。この

ような考えは，大きな社会構造の変化が見られ

る今日，人の健康な生き方を模索する上でいっ

そう意義あることのように思われる。マズロー

のポジティブ心理学という用語に注目し，発展

させようとする心理学の一つの動きが最近見ら

れるようになった。セリグマン(Seligman,

1999)は人間のネガティブな面（心理面での病的

状態）を理解し介入を試みる伝統的なアプロー

チから，積極的な心の働きに注目し，その理解

を通して心の健康へ貢献しようとするアプロー

チへの方向づけを行い，ポジティブ心理学を最

近の心理学研究の一つの動向とするインパクト

を与えた。

そこで次には，感情の性質についてはじめに

述べ，実験痛の問題を通して感情の発現を規定

する要因について若干の考察を行うこととした

い。

1. アフェクトと生理的活動との連関

前向き（ポジティブ）なアフェクトには，快

さ（快適性），充足感，うれしさなどの体験があ

る。その対極にあるのは恐れ，不安，うつ，怒

りなどのネガティブなアフェクトである。これ

ら感情がどのように表出されるのかをまず理解

しておく。感情は3つのチャンネルを通して表

出すると考えられる(図2)。一つは本人のみが

気づくことのできる体験であり，このうちの感

情体験がアフェクトである。次に他者がよくと

らえることが出来る表情・動作，さらに，身体

に特殊な装置を装着することによりとらえられ
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る身体活動から読み出される。バック（Buck,

1988）はこの3つの読み出しを，それぞれ感情

III，感情II，感情Iと呼んでその機能的意味を

区別した。感情Iは，主として身体内の平衡維

持，あるいはホメオスタシスの機能を担い，感

情IIは，その行動的な表れにより他者との協調

の機能を主として担っており，感情IIIは，その

主な機能が自己調節にあるというのがバックの

主張である。このモデルは感情を，意識体験，表

出，生理的活動のいずれにも遍在することを示

している。それに加えて，その感情の3側面が

相互に関連していることにも留意したい。ただ，

その関連は時に密接であるが，そうでない場合

も想定されるので，その関連の姿を描き出すこ

とが取り組むべき課題として残されている。

こうして，感情は生体のあらゆる活動に関わ

りを持っているが，中でも感情の表出は他者理

解の重要な手がかりを与える情報源となるもの

であり，その発生の機構について若干触れてお

きたい。なお，表出は生理的活動の発現も含む

ものであるが，それに関してはストレスの生理

学的モデルで触れることとし，ここでは行動的

表出に主として関するものである。

感情表出は，人間関係の中での感情のコミュ

ニケーションの仕組みに基づいている。それが

学習される仕組みをバイオフィードバックにな

らってバック(1988)は次のように述べている。

「……主要な感情反応の一つは，感情IIと

名づけられたものである。これは動機づけ－

感情状態を体外へ表出させる働きをもち，こ

の表出は，匂いや音声，顔面表情や姿勢など

で他者に接近可能な行動をとおしてなされ

る。その進化論的な機能は感情のコミュニ

ケーションであり，これがあって乳児の世話，

求愛，順位行動＜dominance behaviors＞な

ど，種に必要な社会的行動の協調が可能にな

る。この社会的協調過程に無くてはならない

のは，表出者が自分の感情反応のフィード

バックを他者から受けることである。世話や

怒りの表出は社会がなければあり得ないもの

である。他人がそれに反応し，その反応の性

質が表出者にとって重要な情報源になる。も

し表出者の怒りや世話の表出を他者が避ける

傾向があれば，接近してくる場合とはきわめ

て異なった何かが反応者にあるということで

ある。そのような社会的反応はバイオフィー

ドバック（自律神経系に支配された生理的反

応に関する情報を本人に知らせフィードバッ

クして，生理的反応を変化させる生理心理学

的技法）に類似しているとみなされ，反応者

にどんな内臓学習が生じているのかをかなり

規定している。……この過程から分かるのは，

内的状態を表出する傾向が，社会的文脈でど

のように刺激されたり，くじかれたりするか

ということである。」

要するに，人は他者との人間関係の中で適応

的なアフェクトを生じさせ，それを表出できる

ようにしているわけであり，それを可能にする

場が社会的フィードバック事態に他ならない。

もし，こうした事態で適応的行動を可能にする

アフェクトの発現が学習されなければ，行動の

自己調節に問題が生じると考えられるのであ

る。こうして，意識的体験の過程は身体的な過

程と常にコミュニケートしており，意識的体験

の質と程度が身体活動にそれ相応のインパクト

を与えていることが推定できる。年少児におけ

図2 反応系の3側面とその機能
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る円滑な人間関係が人格形成に大きい役割を果

たすと考えることができるのは，こうした感情

過程の存在を仮定できるからである。さまざま

な人間関係のタイプによって感情表出はその強

度や頻度に違いが出てくると考えられている

が，この場合も個人差があるわけで，その基礎

は発達初期の家族など身近な人々の間での共有

的人間関係の中で培われるアフェクトの学習に

見いだすことができよう。

2. 身体的ストレス反応と心理的緊張

感情の発現は典型的には強い情動反応に見る

ことができる。特に，それは生理的ストレス反

応といわれることもある。キャノン（Cannon,

1929）のいわゆる危急反応がその例で，これが

交感神経系のアラウザルと副腎髄質からのホル

モンであるアドレナリンの分泌とが複雑に関係

した反応である。この知見はネコを用いたネガ

ティブ情動の生理学的研究が基になっているも

のの，この仕組みは人間でも同様である。ここ

で生じた一過的なストレス反応は，生体に外圧

がかかって生じたひずみであるが，自然界で遭

遇する外敵や物理的刺激作用に対する生体機能

の表れである。外敵と戦ったり，逃げたりする

のに都合がよい身体面の活動変化であるのでこ

の反応は適応的意義を持つ。ただ，これが長期

にわたって頻発するような場合は，セリエ

（Selye,1956）のいうストレス症候群を発現さ

せ，適応的意義を失うことにもなる。危急反応

という情動活動に見られる身体変化は，胃腸の

運動の抑制，心拍数増加，血圧上昇，筋肉の血

管拡張，消化器の血管収縮，呼吸数の増加など

交感神経活動優位として特徴づけられる反応で

ある。この活動パターンはネガティブ情動だけ

でなく，強い快体験にも伴う。身体面では体験

の快・不快を区別する違いはないと考えられて

いる。意識体験や表出行動面では違いが生じる

が生理的活動には生じない。ただし，活動が持

続する場合は，ポジティブ感情とネガティブ感

情とで生理活動の経過パターンに違いが見られ

るかもしれない。体験や行動と生理的活動とが

いつも一致した活動を示すわけでないことがこ

のようなことから理解できよう。すると，生理

的活動の分析だけでは体験的側面を的確にとら

えることができないということになる。虚偽検

出の難しさの一部はこのことと関係している。

前述の社会不安に伴うストレスや人間関係か

ら生じる緊張や悩みなどは人間に比較的特有の

ストレスであり，これを測定する測度に生理的

活動を用いれば活動の様相は，危急反応やスト

レス症候群であったりする。しかしこうした生

理的活動は自然界で遭遇する危機的事態で生じ

たものではないだけに適応的意義は乏しい。問

題の解決には身体活動が積極的意味を持たない

のである。むしろ意識的あるいは認知的な面で

の心理学的介入が解決に有効であり，そのため

に果たすポジティブアフェクトの役割は大きい

と考えられる。

ストレスによるショックの程度は一義的には

決まらず，いくつかの要因と関係する。フェン

ツとエプスタイン（Fenz&Epstein,1967）は

パラシュート降下の恐怖感が，経験の程度と関

係することを示した。降下の経験の少ない初心

者は，実際の降下直前に恐怖感が最大になるの

に対して，経験者はむしろ逆に降下前夜のピー

クから降下直前まで漸減していき，心拍数も過

大に上昇することなく，搭乗中の値はいわば通

常歩行での値とほぼ同様であった。このことは

心理的負担が経験の違いによって変わりうるこ

とを示している。

痛みには概して強い感情をともなう。しばし

ば不安を喚起したり，それを取り除くための対

処行動を顕著に引き起こすなど，ストレスやそ

れへの対処のメカニズムを検討する上で興味深

い現象である。メルザックとウォール（Melzack

&Wall,1982）は次のように述べている。

「…痛みの知覚は，たんに特定の種類の刺激

と関係づけて定義することはできない。それ
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どころか，痛みは社会的に伝統として継承さ

れてきた文化の体得，その状況の意味，各人

に特有なその他の要因に依存するきわめて個

人的な体験なのである。」

彼らが注目した例を挙げてみる。インドの

フック・ハンギングの儀式では，そのために選

ばれた人は祭りの主役として，子供たちに神々

の恵みがあることを祈り，その年の作物の豊作

を祈る。この儀式の特徴は，山車の上から丈夫

な綱でその人が鉄製のフックで吊り下げられて

いること，しかも，背中の両側の皮膚と筋にそ

のフックが突き刺された状態にあることであ

る。儀式の真っ最中はその人は，背中に刺さっ

ているフックだけで吊り下がって振り子のよう

に体を揺らす。この間，喜びの様子さえうかが

えるという。この例は社会に伝承される生活習

慣としての文化が持つ意味が，個人の痛みの知

覚とそれへの応答に関して大きい役割を演じる

ことを示唆している。こうした文化がその人の

認知的評価のあり方を変え，ポジティブアフェ

クトに支えられて痛みはあってもネガティブ感

情は払拭されていると考えられる。スターン

バックとタースキー（Sternbach & Tursky,

1965）は，文化的背景が身体反応に及ぼす影響

を，電気ショックに対する痛みの閾値およびそ

れに関連する閾値や皮膚電位反応の慣れの観察

をとおして調べた。参加者には先祖が北米移住

したイタリア系，アイルランド系，ユダヤ系，そ

れにもっと前から北米に住んでいるアメリカ人

女性を用いた。痛覚閾値には違いはなかったが，

どうしても耐えられない許容閾値については，

イタリア系女性がもっとも低いこと，また，皮

膚電位反応の慣れがアメリカ系女性より遅いこ

となどが分かった。このことは，痛覚閾の感受

システムに違いがあるのではなく，痛みの表出

に違いがあることを示しているわけで，イタリ

ア系女性は痛みに即座に反応して表出すること

が許容されている文化的背景がこのような差異

をもたらしていると考えられるのである。

メルザックらの研究などから痛みや恐れなど

の表出に関与する要因は，およそ次のようなも

のである。すなわち，傷害の種類や程度，状況

の認知，喚起される感情体験，過去の類似体験

の有無，社会・文化的背景，その他，神経系・

内分泌系・免疫系の状態などである。これらの

うち社会・文化的背景までは心理的負担の程度

を規定する要因であり，生理的な状態は身体的

負担の程度を規定するものと推定できよう。次

に，心理・生理的負荷が規定される際にどのよ

うな要因が影響を与えているのかを検討してみ

たい。この問題について我々は実験痛の観察を

とおして考察を加えた。

3. 温熱イメージ操作による実験痛研究から

の示唆

痛みは単なる感覚的事象ではない。認識活動

の違いも痛み反応を違ったものにする。協力者

が痛覚刺激にどのように対処できるか，その対

処の違いを実験的に操作して痛み反応を観察し

た。ここでは温熱イメージの効果を検討した（畑

山，1989）。イメージ利用は一種の認知的方略で

ある。苦痛の緩和は個人が持つ統制感と関係す

る。ここでの統制は，嫌悪的事象に対処可能な

反応を自由に出来るという確信である。

痛みの喚起や修正に重要な役割を演じると考

えられるのは，過去経験や注意，思考等の認知

的諸要因である。これを実験的に検証する試み

としては催眠法がよく用いられてきた。これと

異なって，我々は痛覚閾測定事態で痛み感を操

作しようとした (Hatayama,Shimizu &

Ohyama,1989)。ここでは実験室的に温熱イ

メージを操作する場合の，痛み反応への影響を

検討した。注意の分散とかイメージの利用と

いった，ある種の認知的方略は，そのいずれか

を被験者が利用可能であれば，痛みを統制でき

る (例えば，Chaves&Barber,1974;Beers&

Karoly,1979)との指摘がなされてきた。認知

的方法の意図するところは，直接に思考過程に
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働きかけて痛みを緩和することである（Tan,

1982)。しかし，痛みの緩和についての心理学的

説明は，必ずしも明確になされているわけでは

ない。Thompson(1981)によれば，緩和の理由

は個人の持つ統制感なのである。ここで言う統

制とは，ある嫌悪的事象に対処可能な反応を自

由にできるという確信である。特に彼女が重視

したのは認知的統制であった。

イメージ方略の使用は，認知的統制において

重要な意味を持つと考えられる。実験的なイ

メージ操作は通常，実験者の言語的教示により

被験者にある特定のイメージを形成させる手続

である。ところがこれは，イメージの明瞭さや

その持続時間に大きい個人差を生じやすい。こ

の個人差をできるだけ少なくするためにはイ

メージを鮮明にすることが必要であろう。そこ

で本研究では，被験者に毎試行痛刺激提示直前

に，イメージ手がかりを与えておく方法を採用

した。またここでは，痛誘発刺激として輻射熱

を用いたので，これと関連するイメージ手がか

りを使用することとした。それは寒冷から熱ま

での四種類の温熱刺激である。そのうち二つは

熱刺激と対応し，他はそれと拮抗するもので

あった。拮抗刺激は対応刺激に比べ，熱刺激を

鎮静する効果を有すると推定されるので，その

イメージにも同様の効果が期待される。ここで

の仮定は，もし拮抗イメージが負荷刺激効果を

抑制するなら，痛覚閾は上昇するということで

ある。

本実験事態の課題は被験者に，熱刺激提示中

に痛みを感じたなら，ただちにキーを離すこと

を求めている。従って，被験者はこれによって，

苦痛から逃避できる行動的統制を与えられてい

ることになる。さらに実験群では，イメージに

よる認知的統制をも併せ持つことになる。他方，

統制群にも行動的統制は与えられているわけな

ので，実験群との比較をとおして認知的統制の

効果を抽出できると期待される。この効果を明

らかにすることが本研究の主な目的であるが，

その際，どのイメージ方略が行動的統制の行使

を遅らせるのか，即ち，痛み感を緩和するのか

を見ようとした。

＜実験方法＞

参加者は26人の女子学生であった。そのうち

の 6名は実験前の痛覚閾測定で変動が大きい

ために除外した。残りの20名をデータ処理の対

象とした。彼らを10名ずつ実験群と統制群とに

ランダムに割り当てた。温熱イメージ方略を使

えるのが実験群であり，統制群には実験全体を

とおしてイメージ手がかりをまったく与えな

かった。

実験は，被験者を電気的遮蔽室の安楽椅子に

掛けさせて個別的に行った。痛刺激の提示には，

ハーディ中浜型痛覚計（NYT-55）を用いた。痛

反応測定とともに，指尖容積脈波と心拍の記録

を行った。このためにフクダ電子製の心電計

（FD-31P）を使用し，これに時定数2秒の光電

脈波計（フクダ電子製，PT-300）を接続して，

脈波を心拍と同時記録した。

実験は以下の手続に従った。

被験者が実験室に入り，脳波測定用の安楽椅

子にゆったりと掛けてから，痛刺激への注意集

中を容易にするため実験者は，被験者に目隠し

用のゴックルを着けさせた。刺激部位は右前腕

背側面上の6箇所であった。そこに直径1.9 cm

の円形黒色ステッカーを貼りつけ，輻射熱の吸

収を良くするようにした。この6部位の決定は

次のように行った。まず肘から約7 cm遠位の2

点を決め，そこからさらに遠位方向へ2列にス

テッカーの中心間間隔を約5 cmとって残りの

4点を定めた。刺激強度は200 mcal/s/cm で

あった。こ れ を Nakahamaと Yamamoto

（1979）の手順に従って，痛覚計のヘッドにある

円形輻射熱提示窓から提示した。

なお，実験では末梢の皮膚温変化を推定する

ために指尖脈容積の測定も行ったがここでは省

略する。数試行の練習の後に，以下の順で測定

を行った。

プリテスト（Pre-test）記録の準備が整ったと

ころで被験者には，試行開始の合図があったら
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左手人差指で反応キーを押し，熱刺激提示後に

痛みを感じたなら，ただちにキーを離すよう教

示した。刺激提示時から，このキー反応開始ま

での時間遅れを一試行毎に測定し，痛覚閾の測

度とした。これを「時間法」による測定と呼ん

でいる。本ブロックでは5試行を行った。なお，

試行間の間隔として，少なくとも70秒の間を置

いた。

テスト（Test）20試行の実験的処理を，プリ

テストに続いて実験群の被験者に施した。ここ

では毎試行開始直前に与えるイメージ手がかり

をもとに，四種のイメージ操作を行った。被験

者には，手がかりによって生じた温度感覚と同

じイメージを刺激負荷中に思い浮べているよう

指示した。手がかり刺激は，冷水（I)，冷風（C)，

温風（W)，熱風（H）であり，それを左手前腕

背側面中央部，約5 cm の部位へ約10秒間試行

毎にランダムな順で与えた。手がかり刺激は，皮

膚表面上でそれぞれ0,25,45,65°Cになるよう

に調整した。本ブロック中，手がかり刺激は最

終的には，いずれも5回提示した。

ポストテスト（Post-test）このブロックはプ

リテストと同じで，被験者には痛みを感じたら

できるだけ早く反応キーを離すよう求めた。

ブロック間の間隔は約3分で，実験の所要時

間は70分を越えることはなかった。痛覚閾は3

ブロックのそれぞれで被験者毎に求めた平均痛

反応時間であった。

＜実験結果のあらまし＞

テストブロックでは，対応イメージと拮抗イ

メージに対する平均反応時間を被験者毎に求め

た。統制群のデータにはイメージ操作はないが，

実験群のイメージ試行に対応する部分の平均値

である。四つのイメージ条件間の分散には，有

意な差はなかった。

図3は四つのイメージ条件と，その前後のブ

ロックでの痛反応時間の平均変化率である。こ

の図から，イメージの違いによりある程度まで

痛感覚が影響を受け，反応時間に違いが生じる

こと，そしてイメージ操作はまた，手がかり刺

激を与えないポストテストの反応時間にも影響

を及ぼしていることが分かる。実験的処理を施

す前と比べて，処理後のポストテストでは有意

に閾値が上昇した（t＝4.22,df＝9,p＜0.01)。

こうした結果から考えられるのは，イメージ操

作が痛感覚に関連する閾値の変動に重要な役割

を果たすのではないかということである。その

場合，この操作の効果はイメージIにおいて著

しかったのであるから，手がかり刺激の温度と

皮膚温との差が大きいと効果が大であるように

思われる。

ここでの一つの問題は，痛覚閾の上昇が特定

の刺激部位を繰返し刺激した結果生じた順応効

果のためではないかという疑問である。もしそ

のような順応のために，ポストテストで閾が上

昇したのであれば，イメージ操作を行った試行

を重ねていくうちに輻射熱刺激に対する順応が

漸次生じたと考えられる。そこでこの点を吟味

するため，統制群のデータを試行順に配列しな

おして，閾値が単に試行回数の関数としてどの

程度まで変動するかを調べた。その結果は，実

験的処理およびその前後を通じて，閾値に何ら

の有意な変動もないことを示した。従って，イ

メージ操作がなければ，閾の変動は小さいと考

えられる。

図3 イメージ条件と，その前後（プリ，ポスト）
のブロックにおける平均痛反応時間の変化
率。イメージは実験群を示す。
(Hatayama,Shimizu&Ohyama,1989）
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本研究では実験群の被験者に，二つのタイプ

のイメージを用いた。結果は拮抗イメージの効

果が大きいことを示した。もう一つの所見は，実

験的処理が終了した後も痛覚閾値が上昇したこ

とである。この閾上昇について，本研究は刺激

反復による順応や，末梢皮膚温の変化によるも

のではないと推定している。容積脈波のデータ

から，実験群の末梢皮膚温はイメージ手続に

よって高まりはしても，ポストテストでは元の

皮膚温レベルへ復帰していたと考えるからであ

る。そうだとすると，実験群での痛覚閾の変動

は主として，認知的統制の方略を用いた心理学

的操作のためであったと見て良いであろう。

こうした実験から分かるのは，苦痛の緩和に

役割を果たすのは統制感の存在である。ここで

は実験的にそれを被験者に保持させている。す

なわち，行動的統制と認知的統制であり，この

両者を有した実験群では，行動的統制のみを有

した統制群以上に閾値上昇が認められたわけ

で，これらが苦痛を緩和するための有効な方策

として機能していることが推定できる。現実場

面で生じる不安などのストレス様の緊張の解消

にも，それを処理できる術としての統制感があ

れば問題解決の可能性は高い。そのことでポジ

ティブアフェクトを得ることが容易になり，結

果的にポジティブマインドを生み出すことがで

きるようになると推定できよう。

4. ポジティブアフェクトが持つ効用

ポジティブアフェクトは内閉的な思考から解

放し，統制感を生み出す契機になると考えられ

る。統制感を持つことでポジティブマインドが

生じることは，成功を収めた研究者や政治家，あ

るいはスポーツマンなどの言動や，苦しい闘病

生活を余儀なくされた人々の例からもうかがい

知ることができる。病気のショックから立ち直

る際にはきっかけはさまざまでも，生きる目的

を明確にとらえることによって人生にポジティ

ブに関わるようになっている。人生にポジティ

ブに関われるようになる契機が，生きる目的の

明確な把握にあることは健常者でも同様であろ

う。このような人々に共通するのは，困難な状

況の関連情報を収集し状況把握につとめ，自分

の置かれている状況を的確に把握しているとい

う特徴がある。統制感に気づくことでこのよう

なポジティブマインドを生み出す契機になって

いるといえるように思われる。

健康な状態では事象を客観的に現実的にみ

る。不健康な状態では自己や世界を否定的に歪

曲してみる傾向がある。Maslowの自己実現し

た人の特徴などは，自己や世界の事象を客観的

に現実的にみることを特徴としている。本論で

指摘した，人生にポジティブに関わる人々にそ

の特徴をうかがい知ることができる。他方，客

観的な世界をゆがめ，認知が否定的に歪曲され

れば，抑うつ的な不健康状態をもたらしやすく

図4 ポジティブマインド（前向きの心）の，推定される効果
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なる。その回復には，客観的で的確な認知が可

能になるような試みが必要になると言えよう。

図4は，ポジティブマインドが有する効果を

図示している。爽快感があり，意欲の向上が見

られ，ストレス感も緩和することが期待される。

結果として病気への抵抗力が高まり，生活の質

も改善されるであろう。心理的な緊張を緩和す

るためのリラクセーションのさまざまな方法が

ある。漸進的弛緩法，自律訓練法，催眠法など

の組織的な方法だけでなく，我々が比較的簡単

に行える，ウォーキングや音楽に興じること，あ

るいはフェイシャルマッサージのような身近な

活動を行うこともポジティブアフェクトを喚起

する手段と考えられる。こうした手がかりを基

に課題解決の確かな道筋を描けるようにするこ

とが，日常の我々の営みの健康度を高めること

になるであろう。

お わ り に

今日の社会はかつて経験したことのないほど

の急激で，また世界規模でその構造的変化に見

舞われている。変化を生じさせる直接的要因は

国や地域によって様々であれ，それらには無関

係とは思われない関連が推察できよう。このよ

うな状況を前に，人々は将来に強い不安感を抱

きながら日々の活動を行っている。こうしたネ

ガティブアフェクトは，先行きに何らかの希望

をとらえることができなければ思考を内閉的に

するよう機能する。しかし幸い今日の情報化社

会をよく見れば課題解決のための手だては過去

のどの時期よりも多く存在しているとも言えそ

うである。それをポジティブに模索し捉える心

理的機制を働かせる中に，人の営みがもたらす

ストレスフルな事態に取り組む適応的意義があ

るように思われる。

本論は，最初に心理的緊張を喚起する社会的

諸要因を全体的に考察し，その解決への契機と

なるアフェクトについて言及した。特にポジ

ティブアフェクトを生み出す重要な心的要因と

して統制感を持つことの意義を論じた。これに

関して，かつて行動心理学では条件づけ学習研

究の文脈から導かれた概念である，統制可能性

（controllability）の問題が論じられた（津田，

1982）経緯がある。関連して，セリグマン（Selig-

man,1975）自身が指摘した学習性無力の研究

がある。これらは基本的には環境側にどの程度

の統制可能な条件が備わっているか，その条件

と生体行動との関数関係を導き出そうとする試

みであったと言える。本論で論じた実験痛研究

の立場も同様である。しかし問題は，高い統制

可能性が環境側に備わっていれば行動がポジ

ティブな傾向を示すことが明らかになっても，

実際に行動をポジティブにする過程や仕組みに

ついては明確にはなっていない。興味深いこと

に，最近になって行動研究の中心的役割を果た

してきたセリグマン自身がポジティブな内的体

験の過程に注目するようになった。ここに主観

的行動主義の再来ともいうべき新たな動向を垣

間見ることができる。今後いっそうの展開が図

られることを期待したい。
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Psychological significance of positive affects to human health
 

Toshiteru HATAYAMA

 

Nowadays drastic structural changes as negative factors for most individuals in our society
 

have exerted worrisome influences on many facets of our daily life.The purpose of this paper
 

is to describe how perceived controllability would be of a key to dealing with psychological
 

high-impact tension resulting from interpersonal relations in modern society.The paper
 

contains four major parts.The first part outlines the characteristics of psychological affects,

because such affects produced by knowing controllability,especially positive ones,are able to
 

play an important part in turning out stressful tasks into challengeable ones.The second part
 

points out that although emergency reactions to stressors which persons would encounter in
 

natural environments has great significance to survival,bodily reactions similar to the emer-

gency reactions based on psychological stress taking place in interpersonal relations has not
 

such significance.The opportunity to experience a person’s feeling of controllability against
 

extremely intricate situations is probably advantageous for dealing with traumatic tasks
 

happening in interpersonal relations.The third part presents our previous study of experimen-

tal pain using radiant heat as an attempt to make the importance of controllability clear:We
 

suggested that a subject’s pain reaction with behavioral and cognitive control given can be
 

actually modified in an increased way in pain threshold.Finally,we discuss how a person’s
 

feeling of controllability provides some useful chance for generating positive mind,and plays
 

an important role in improving our quality of life.
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